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デスクトップオーディオシステム

TSX-B232

取扱説明書
保証書別添付

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
■製品を正しく安全にお使いいだたくために、ご使用前に本書をよくお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共にいつでも見られるところに大切に保管してください。

■保証書に「購入日、販売店名」が正しく記入されていることを必ずご確認ください。

ご使用前に本書の「安全上のご注意」（23～ 25 ページ ）を必ずお読み
ください。
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• iPod/iPhone/iPad、オーディオ / データCD、USB 機器の再生、AUXを使った外部機器の再生、ラジオの受信ができます。
• Bluetooth

ブルートゥース

技術により、ワイヤレスでクリアな音声を楽しむことができます。
• お好みの音楽やビープ音（内蔵アラーム音）を使ったアラーム（目覚まし）機能が利用できます。設定時刻になると、設
定した音楽がお好みの音量で流れ、快適な目覚めを提供します (IntelliAlarm

インテリアラーム

機能 )（☞ P. 14)。
• iPod touch/iPhone/iPad 用の無料アプリケーション「DTA Controller

コントローラー

」をお使いいただくことで、アプリケーション
から本機を操作したり、より多彩なアラーム機能を利用したりすることができます（☞ P. 16)。

• お好みのラジオ放送局を FM/AMそれぞれ30局までかんたんに登録 /呼出できます。
• 3 バンド（低音 / 中音 / 高音）イコライザーを搭載し、お好みの音質で音楽を楽しめます。

 本書について
• 本文中の iPod という表記は iPhone も含みます。
• 本体とリモコンのどちらでも操作できる場合は、本体での操作を中心に記載しています。
• 本書で使用されている記号

使用時の注意点や機能の制約が記載されています。

知っておくと便利な補足情報が記載されています。

 リモコンを使用する  リモコンの電池を交換する

本機でできること

付属品
Dock
ドック

カバーFMアンテナ AMアンテナ
（CR2032型
リチウム電池
使用）

USBキャップ

お子様がUSB 
キャップを飲み込ま
ないよう、お子様の
手の届かないところ
に保管してください。

リモコン ステッカー
（無線に関する注意）

6m以内

絶縁シート：
使用する前に引き抜いて
ください。

CR2032型
リチウム電池

の方向にツマミを押しこみながら、
電池ケースを の方向に引き出して
ください。



aVOLUME
ボリューム

 － / +
音量を調節します。

b （電源）
システムオン /オフを切り替えます（☞ P. 6）。

cソースボタン
再生する音楽ソースを切り替えます。
システムオフ時に押すと、システムがオンになり、音楽
ソースを切り替えます。

d iPod Dock
ドック

iPod を接続します（後述の「iPod を iPod Dock に接
続する」を参照してください）。

eオーディオ操作ボタン
iPod/CD/USB機器の操作をします。

fSNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

スリープタイマーの設定や、アラームのスヌーズ機能を
操作します（☞ P. 16、 17）。

gUSBポート
USB機器 /iPod/iPhone/iPad を接続します（☞ P. 9）。

USB機器を使用しないときは、端子を保護するために
USBキャップをかぶせてください。

hPRESET
プリセット

 /
登録したラジオの放送局（プリセット）を選択します
（☞ P. 13）。

iTUNING
チューニング

 /
ラジオをチューニングします（☞ P. 12）。

j前面ディスプレイ
時計やさまざまな情報を表示します（☞ P. 4）。

kENTER
エンター

選択された項目や数値を確定します。

lCD挿入口
CD を挿入します（☞ P. 8）。

m  EJECT（イジェクトボタン）
CDを取り出します。

n－ / +
時計設定やアラーム設定時に、項目や数値を選択します。

oSET
セット

アラームを設定します（☞ P. 15）。

pALARM
アラーム

アラームのオン /オフを切り替えます（☞ P. 16）。

q （ヘッドホン端子）
ヘッドホンを接続します。

各部名称とその機能

上面 /前面

q

3 4 7 8 95 612

op kn lm j

： 再生停止

： 曲の再生 /一時停止

/ ： 曲のスキップ、早戻し /早送り（長押し）

 iPod を iPod Dock に接続する
iPod Dock に接続すると充電されます。ただし、ソースがUSBのときは充電されません。

•お使いの iPod に対応しているDockアダプタを必ずご使用ください。アダプタを装着しない、またはアダ
プタが適合していない場合、ぐらつきや接触不良によりコネクターが破損する恐れがあります。Dockア
ダプタについては、アップルのウェブサイトでご覧ください。

• iPod に保護ケースを付けたまま無理に接続すると、コネクターが破損する恐れがありますので、保護
ケースを外して接続してください。

• iPod を使用しない時は、コネクターを保護するためにDock カバーをかぶせてください。

Dock 
アダプタ
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各部名称とその機能
a照度センサー
周囲の明るさを感知します。センサーが隠れないように
してください。

bアラーム時刻
アラームの時刻が表示されます。

cリピート /シャッフルインジケーター
再生状態を表示します（☞ P. 7、 9）。

d多機能インジケーター
時計の時刻、再生中の曲の情報、ラジオの周波数など、
さまざまな情報を表示します。
表示される文字は英数字のみです。漢字やひらがな、カ
タカナ、特殊記号は表示されません。

eリモコン信号受光部
受光部が隠れないようにしてください（☞ P. 2）。

fスリープインジケーター
スリープタイマー（☞ P. 17）をオンにすると点灯しま
す。

gアラームインジケーター
アラーム（☞ P. 16）をオンにすると点灯します。

hウィークリーアラームインジケーター
iPod touch/iPhone/iPad 用の無料アプリケーション
「DTA Controller

コントローラー

 」で設定したアラームの情報が表示
されます（☞ P. 16）。

aCLOCK
クロック

スイッチ
時計設定や時計表示の有無を選択します（☞ P. 6）。

bAUX
市販の3.5mmミニプラグケーブルで外部機器を接続し
ます（☞ P. 14）。

cFMアンテナ端子
FMアンテナを接続します。

dAMアンテナ端子
AMアンテナを接続します。

•受信状態が悪い場合は、受信状況の良い場所を探してアンテ
ナの高さや方向、設置場所を変えて設置してください。

•付属のアンテナの代わりに市販の屋外アンテナを使用すると
受信状態が良くなる場合があります。

前面ディスプレイ

~ ~ ~ ~ ~ ~
~ ~ ~ ~ ~ ~

54

8

21

7 6

3

背面

AM ANTFM ANTON
CLOCK AUX

SET OFF

1 2 3 4

SET： 時計を合わせます。

ON： システムオフ時にも時計が表示され、
アラーム機能が使用できます。

OFF： システムオフ時に時計は表示されず、
アラーム機能は使用できません。

AM ANTFM ANT

アンテナはしっかりと張ってください。

AM ANTFM ANT

AM アンテナの
組み立て方

アンテナの近くにデジタル機器などがあると影響を受ける
場合があります。

AM アンテナのコードに極性はあ
りません。
接続が終わったら、コードを軽く
引っ張り、確実に接続されている
か確認してください。
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各部名称とその機能
a赤外線信号送信部

b （電源）
システムオン /オフを切り替えます（☞ P. 6）。

cSNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

スリープタイマーの設定や、アラームのスヌーズ機能を
操作します（☞ P. 16、 17）。

dALARM
アラーム

アラームのオン /オフを切り替えます（☞ P. 16）。

eソースボタン
再生する音楽ソースを切り替えます。
システムオフ時に押すと、自動的にシステムオンになり
ます。
RADIO

ラジオ

を繰り返し押してFM/AM を切り替えできます。

fMENU
メニュー

iPod のメニューの切り替え /前のメニューに戻ります
（☞ P. 7）。

gFOLDER
フォルダー

▲ / ▼
データCDやUSB機器の再生時、再生するフォルダー
を切り替えます（☞ P. 7、 8、 9）。
音質の調節時に数値を選択します（☞ P. 17）。

hENTER
エンター

選択した項目や数値を確定します。

iオーディオ操作ボタン
iPod/CD/USB機器の操作をします。

j （リピート）/ （シャッフル）
iPod/CD/USB機器をリピート / シャッフル再生しま
す（☞ P. 7、 9）。

kEQ: LOW
ロー

/MID
ミッド

/HIGH
ハイ

低音、中音、高音の音質を調節します（☞ P. 17）。

lTUNING
チューニング

 /
ラジオをチューニングします（☞ P. 12）。

mPRESET
プリセット

 /
登録したラジオの放送局（プリセット）を選択します
（☞ P. 13）。

nMEMORY
メモリー

ラジオの放送局を登録します（☞ P. 12）。

oMUTE
ミュート

消音 /消音の解除を行ないます。

pVOLUME
ボリューム

 +/ －
音量を調節します。

qDISPLAY
ディスプレイ

前面ディスプレイに表示される情報を切り替えます
（☞ P. 7、 8、 9、 12）。

rDIMMER
ディマー

前面ディスプレイの明るさを調節します（☞ P. 17）。

リモコン

3

4

5

7

6

9

j

k

l

m

n

1

8

2

q

o
p

r

iPod 操作ボタン

： 再生停止

： 曲の再生 /一時停止

/ ： 曲のスキップ、早戻し /早送り（長押し）
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本機をシステムオンにする

電源コードをコンセントに接続し、 を押す。
システムオンになり、各音楽ソースを再生できる状態に
なります。
もう一度 を押すとシステムオフになります。

背面の CLOCK
クロック

スイッチ（☞ P. 4）をOFF
オ フ

にするとシステ
ムオフ時の時計表示が消え、電力の消費を抑えることができ
ます。

時計を合わせる

1 背面の CLOCK
クロック

スイッチをSET
セット

にする。
「CLOCK

クロック

 YEAR
イヤー

」と表示され、設定する数値が点滅し
ます。

2 日付、時刻を合わせる。
前面の－ /＋で各数値を変更し、ENTER

エ ン タ ー

で確定しま
す。

年→月→日→時→分の順で設定します。

設定が完了すると、「Completed
コンプリーテッド

!」と表示されます。

•ステップ で iPodを iPod Dock
ドック

に接続すると、iPodの時
刻が本機にコピーされます。あらかじめ iPod が接続されて
いた場合、時刻はコピーされません。

•ステップ で SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

を押すと、時間表示
(12時間 /24時間 )を選択できます。

3 CLOCKスイッチをON
オ ン

に合わせ終了する。
ONに合わせた時点を00秒として時計が設定されま
す。

本機に1 週間以上電力が供給されなかった場合、時計はリセット
されます。

2 6
A p r

1 5 : 3 0
i P o d

システムオン時ディスプレイ（24時間表示）

システムオフ（CLOCKスイッチ :ON）時ディスプレイ（24時間表示）

システム
オフ時の
時計表示

アラーム iPod Dock
ドック

での iPod 充電

CLOCKスイッチ : ON あり 有効 可

CLOCKスイッチ : OFF
（省電力） なし 無効 可

ON
CLOCK AUX

SET OFF

2 6
A p r

前面

1

2

ON
CLOCK AUX

SET OFF

3

背面

背面

Jan Feb Mar Apr May Jun

1月 2月 3月 4月 5月 6月

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

7月 8月 9月 10月 11月 12月

（24時間表示）

2

2
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??

•対応 iPod については、「主な仕様」（☞ P. 22）を参照してください。
• iPod は USBポートに接続しても再生できます（☞ P. 9）。

 iPod のメニュー操作（リモコンのみ）

 表示情報（リモコンのみ）

再生状態は前面ディスプレイのリピート / シャッフルインジケーター（☞ P. 4）で確認できます。

 リピート再生  シャッフル再生

ご使用の iPod によっては、リピート /シャッフルが上記のように表示・動作しない場合があります。

iPod の音楽を聴く
iPod の音楽を再生する

1 ソースボタンのiPodを押して音楽ソースをiPod
に切り替える。

2 iPod Dock
ドック

に iPod を接続する（☞ P. 3)。

3 iPod を再生する。
再生操作は、リモコン、本機、iPod のいずれでも行な
えます（☞ P. 3、 5）。

•本機がシステムオフの場合でも、以下の操作をすると自動
的に音楽ソースを iPod に切り替えて再生されます。

−再生状態の iPod を iPod Dock に接続する。
−接続している iPod を再生する。
音楽ソースがUSBのとき、または本機が Bluetooth

ブルートゥース

接続中
は、音楽ソースが自動で切り替わらない場合があります。

•音楽ソースがUSBのときは、iPod は充電されません。
• iPod は再生中でも取り外せます。
•音楽ソースが iPod のとき、iPod Dock に接続がなく操作が
されない状態が60 分続くと、自動的にシステムオフにな
ります。

リモコンで iPod の操作ができます。

曲の再生 /一時停止中にリモコンの DISPLAY
ディスプレイ

を押すと、
前面ディスプレイに表示される情報は右の順番で切り替
わります。

リピート /シャッフル再生する（リモコンのみ）

RADIO

AUX USB

CD iPod

21

Dock アダプタ
（☞ P. 3）

MENU
メニュー

： メニューの切り替え /前のメニューに戻る

▲ /▼： メニュー内の項目の移動

ENTER
エンター

： 決定

曲の再生経過時間

曲名

アルバム名

アーティスト名

リモコンの （リピート）を繰り
返し押して、以下から再生方法を
選択してください。
非表示： オフ

： 1曲

： すべて

リモコンの （シャッフル）を繰
り返し押して、以下から再生方法
を選択してください。
非表示： オフ

： アルバム

： 曲
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 フォルダースキップ操作（リモコンのみ）

 表示情報（リモコンのみ）

CD、USB機器の音楽を聴く

CD/USB 機器の再生時、本機は次のように動作します。

•再生中のCD/USB機器を停止した場合、次回は再生していた曲の始めから再生されます。

•停止中に再度 を押すと、次回再生時以下のように再生されます。
−オーディオCD：CDの最初から再生
−データCD（MP3/WMAファイルが記録されたCD）、USB：前回停止した曲があるフォルダーの最初の曲から再生

• CD/USB機器の再生を停止した後、何も操作されない状態が60分続くと、本機は自動的にシステムオフになります。

再生できるディスク、ファイルについては、「ディスクおよびUSB機器について」（☞ P. 21）を参照してください。

CDを再生する

1 ソースボタンのCDを押して音楽ソースをCDに
切り替える。
CDがすでに挿入されている場合、再生が始まります。

2 CD挿入口にCDを入れる。
自動的に再生が始まります。再生操作は、リモコン、
本機のいずれでも行なえます（☞ P. 3、 5）。

CDのラベル面を上にして入れてください。

データCDのフォルダー /ファイルはアルファベット順に再
生されます。

データCDの再生中に、リモコンの FOLDER
フォルダー

▲ / ▼でフォルダーを選択できます。

再生開始時やスキップ時は、フォルダー番号（データCDのみ）、曲 /ファイル番
号が数秒間表示されます。

曲の再生 /一時停止中にリモコンの DISPLAY
ディスプレイ

を押すと、前面ディスプレイに表
示される情報は以下の順番で切り替わります。

AUX USB

CD iPod

RADIO

1

2

オーディオCD
曲の再生経過時間

曲の残り時間

曲名 *

アルバム名 *

アーティスト名 *

データCD
曲の再生経過時間

曲名 *

アルバム名 *

アーティスト名 *

ファイル名

フォルダー名

* 曲に情報が含まれている場合のみ表示されます。
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CD、USB機器の音楽を聴く
 フォルダースキップ操作（リモコンのみ）

 表示情報（リモコンのみ）

再生状態は前面ディスプレイのリピート / シャッフルインジケーター（☞ P. 4）で確認できます。

 リピート再生  シャッフル再生

USB機器を再生する

1 ソースボタンのUSBを押して音楽ソースを
USBに切り替える。
USB機器がすでに接続されている場合、再生が始ま
ります。

2 USBポートにUSB機器を接続する。
自動的に再生が始まります。再生操作は、リモコン、本
機、USB機器のいずれでも行なえます（☞ P. 3、 5）。

フォルダー /ファイルは書き込み順に再生されます。

USB機器を取り外すときは再生を停止してください。

USB機器の再生中に、リモコンの FOLDER
フォルダー

▲ / ▼でフォルダーを選択できます。

再生開始時やスキップ時は、フォルダー /ファイル番号
が数秒間表示されます。

曲の再生 /一時停止中にリモコンの DISPLAY
ディスプレイ

を押す
と、前面ディスプレイに表示される情報は次の順番で切
り替わります。
* 曲に情報が含まれている場合のみ表示されます。

リピート /シャッフル再生する（リモコンのみ）

AUX USB

CD iPod

RADIO

1 2

iPod/iPhone/iPad を USB
端子に接続しても音楽の再生、
充電ができます（☞ P. 7）。

曲の再生経過時間

曲名 *

アルバム名 *

アーティスト名 *

ファイル名

フォルダー名

リモコンの （リピート）を繰り
返し押して、以下から再生方法を
選択してください。
非表示： リピートオフ

： 1曲

： フォルダー内の全曲
（データCD/USB 機器
のみ）

： 全曲

リモコンの （シャッフル）を繰
り返し押して、以下から再生方法を
選択してください。
非表示： シャッフルオフ

： フォルダー内の全曲
（データCD/USB 機器
のみ）

： 全曲
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本機は Bluetooth
ブルートゥース

機能を搭載しています。Bluetooth機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーなど）の音楽をワイヤレスで
楽しめます。ご使用の際には、お使いの Bluetooth機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

ペアリングとは、通信を行なう機器（以下「相手機器」）を本機に登録する操作です。Bluetooth機器を初めて本機と
Bluetooth接続するときやペアリング情報が削除されたときには、ペアリングを行なう必要があります。一度ペアリングが完
了すると、以降は Bluetooth接続を切断しても簡単に再接続できます。ペアリングできない場合は、「故障かな？と思ったら」
の「Bluetooth」の項（☞ P. 20）を参照してください。

•本機は最大8台の相手機器とペアリングできます。9 台目の相手機器とのペアリングが成功すると、接続した日時がもっとも古い機
器のペアリング情報が削除されます。

•本機が別の機器とBluetooth接続している場合は、本体の またはリモコンの を長押ししてBluetooth接続を切断してから
ペアリングを行なってください。

 iPod touch/iPhone/iPad の場合

 iPod touch/iPhone/iPad 以外の場合

Bluetooth機器の音楽を聴く

本機と Bluetooth機器をペアリングする

1 ソースボタンの を押して音楽ソースを
Bluetoothに切り替える。

2 iPod touch/iPhone/iPadの [設定]→ [一般]→
[Bluetooth] をオンにする。
[ デバイス ]に Bluetooth接続リストが表示されます。
（お使いの iPod touch/iPhone/iPad によっては、操作
や表示が異なる場合があります。）

3 相手機器の Bluetooth接続リストから本機
（TSX-B232 Yamaha）を選ぶ。
ペアリングが完了すると、iPod touch/iPhone/iPad に
「接続されました」と表示されます。
本機の前面ディスプレイには「Pairing

ペアリング

 OK」と表示され
たのち相手機器名が表示され、Bluetoothインジケーター
が点灯します。

1 ソースボタンの を押して音楽ソースを
Bluetoothに切り替える。

2 相手機器で Bluetoothのペアリングを行なう。
詳しくは相手機器の取扱説明書を参照してください。

3 相手機器の Bluetooth接続リストから本機
（TSX-B232 Yamaha）を選ぶ。
ペアリングが完了すると、本機の前面ディスプレイに
「Pairing

ペアリング

 OK」と表示されます。

パスキーの入力を要求されたら、数字で「0000」を入力し
てください。

1 5 : 3 0 �
B T D T A  i P h o n e

1

AUX USB

CD iPod

RADIO

3

1

AUX USB

CD iPod

RADIO

1 5 : 3 0 �
B T P a i r i n g  O K

3
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Bluetooth機器の音楽を聴く
ペアリングが完了した Bluetooth
ブルートゥース

機器は、次回からは簡単に接続できます。

 本機から接続する

 相手機器から接続する

Bluetooth機器を再生する

1 ソースボタンの を押して音楽ソースを
Bluetooth

ブルートゥース

に切り替える。

2 本機と相手機器を Bluetooth接続する。

3 相手機器の音楽を再生する。

本機の音量設定を大きくしすぎないようにしてください。音量
は相手機器で調節することをおすすめします。

•本機がシステムオフのときに相手機器から Bluetooth接続して
音楽を再生すると、本機は自動的にシステムオンになります。

•音楽ソースがBluetoothのときに相手機器からBluetooth接続を
切断すると、本機は自動的にシステムオフになります。

•音楽ソースが Bluetoothのとき、Bluetooth接続がなく操作もさ
れない状態が60分続くと、本機は自動的にシステムオフにな
ります。

ペアリング済みの機器を Bluetooth接続する

ソースボタンの を押して音楽ソースを
Bluetoothに切り替える。
前面ディスプレイの Bluetoothインジケーターが点滅し、本
機が最後に Bluetooth接続した相手機器を探して接続します
（あらかじめ相手機器の Bluetooth設定をオンにしておいて
ください）。
Bluetooth接続が完了すると Bluetoothインジケーターが点灯
し、相手機器の名前が表示されます。

本機はすべての Bluetooth機器とのワイヤレス接続を保証するもの
ではありません。

1 相手機器の Bluetooth設定で、Bluetoothをオンにする。

2 相手機器の Bluetooth接続リストから本機（TSX-B232 Yamaha）を選ぶ。
Bluetooth接続が完了し、本機の前面ディスプレイに相手機器名が表示されます。

本機が省電力時は、相手機器からの Bluetooth接続はできません。本機をシステムオンにしてください。

1

AUX USB

CD iPod

RADIO

AUX USB

CD iPod

RADIO

  1 5 : 3 0 �
 

1 5 : 3 0 �
B T D T A  i P h o n e
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ラジオを聴く
Bluetooth
ブルートゥース

接続中に以下のいずれかの操作を行なうと、Bluetooth接続が切断されます。

•本体の またはリモコンの を長押しする。

•本機をシステムオフにする。

•相手機器の Bluetooth設定をオフにする。

iPod/iPhone/iPad がUSBポートまたは iPod Dock
ドック

に接続された状態で音楽ソースを iPod またはUSBに切り替えると、Bluetooth
接続が切断されることがあります。

ラジオを聴く際はアンテナを接続してください（☞ P. 4）。

 表示情報（リモコンのみ）
リモコンの DISPLAY

ディスプレイ

を押すと、前面ディスプレイに表示される情報は以下の順番で切り替わります。

プリセット機能を使って、FM/AMそれぞれ30局まで登録できます。
 自動プリセット
自動でチューニングし、受信状態の良い放送局のみ自動的にプリセット登録します。

Bluetooth接続を切断する

ラジオを聴く
放送局を選ぶ

1 ソースボタンの RADIO
ラジオ

を押して音楽ソースを
FMまたはAMに切り替える。

2 放送局を選ぶ
自動チューニング：TUNING

チューニング

/ を長押しする
手動チューニング：TUNING / を繰り返し押す

FM受信中に手動でチューニングした場合、ラジオの音声
はモノラルになります。

AUX USB

CD iPod

RADIO

1

2

放送局をプリセットに登録する（リモコンのみ）

1 リモコンのMEMORY
メモリー

を長押しする。
「AUTO

オート

 PRESET
プリセット

」が表示され、「Press
プレス

 MEMORY
メモリー

」
が点滅します。

2 MEMORYを押す。
自動プリセットが開始されます。
登録が完了すると、「Completed

コンプリーテッド

!」と表示されます。

自動プリセットを実行すると現在登録されているすべての
放送局が消去され、新たにプリセットされます。

自動プリセットを途中で終了するには、 を押してください。

プリセット番号と周波数 受信状態 *
* 受信状態の表示例（AM放送受信時は、STEREO、MONOの表示はされません）。
TUNED/STEREO： 電波の強い FM ステレオ放送を受信している。
TUNED/MONO： モノラルで FM放送を受信している（FMステレオ放送でも、電波が弱いとモノラルになります）。 
Not TUNED： 放送が受信できない。

1 2
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ラジオを聴く
 手動プリセット

 登録したプリセットを削除する

1 登録したい放送局を選んだ状態でリモコンの
MEMORY

メモリー

を押す。
「PRESET

プリセット

 MEMORY
メモリー

」が表示されます。

2 PRESET / を押して登録したいプリセット
番号を選ぶ。

• 最初に選択されるのは、登録されていない最小のプリセッ
ト番号です。

• 登録を途中でキャンセルするには、 を押してください。
• すでに登録されているプリセット番号を選ぶと、新しい放
送局に上書きされます。

3 MEMORYを押して終了する。
登録が完了し、「Completed

コンプリーテッド

!」と表示されます。

1 リモコンのMEMORY
メモリー

を押す。
「PRESET

プリセット

 MEMORY
メモリー

」が表示され、プリセット番号
が点滅します。

2 TUNING
チューニング

 / を押してプリセット削除設定
に切り替える。
「PRESET DELETE

デリート

」が表示されます。

3 リモコンの PRESET / を押して削除するプ
リセット番号を選ぶ。

削除を途中でキャンセルするには、 を押してください。

4 MEMORYを押して終了する。
プリセットが削除され、「Deleted

デリーテッド

!」と表示されます。

登録した放送局を選ぶ（プリセット選局）

1 ソースボタンの RADIO
ラジオ

を押して音楽ソースを
FMまたはAMに切り替える。

リモコンの RADIO
ラジ オ

でも切り替えられます。

2 PRESET
プリセット

 / を押して聴きたい放送局を選ぶ。

登録済みのプリセットのみが選択できます。

3

2

1

4

2

3

1

AUX USB

CD iPod

RADIO

1

2

1

2

リモコン

本体
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本機には、音楽ソースやビープ音（内蔵アラーム音）をさまざまな方法で設定時刻に再生するアラーム機能（IntelliAlarm
インテリアラーム

）
が搭載されています。本機のアラーム機能には次の特徴があります。

 3 つのアラームタイプ
音楽と「ピピピ」というビープ音を組み合わせた、3つのアラームタイプが選択できます。

 さまざまな音楽ソース
iPod、オーディオCD、データCD、USB 機器またはラジオが選択できます。音楽ソースによって、次のように再生方法を
選択できます。

* プレイリストの作成方法は、iPod または iTunes の説明をご覧ください。

 スヌーズ機能
5分後に繰り返しアラームを再生するスヌーズ機能を使用できます（☞ P. 16）。

外部機器の音楽を聴く

1 市販の3.5 mm ミニプラグケーブルで本体背面
のAUX に外部機器を接続する。

• ミニプラグケーブルの接続は、本機をシステムオフにして
から行なってください。

• 接続する前に本機と外部機器の音量を十分に下げてくださ
い。

2 を押してシステムオンにする。

3 ソースボタンのAUXを押して音楽ソースを
AUXに切り替える。

4 接続した外部機器を再生する。

アラーム機能を使う

SOURCE
ソース

+BEEP
ビープ

音楽ソースとビープ音を設定時刻に再生します。快適な目覚めを提供するお勧めの設定です。
アラーム時刻の3分前： 音楽ソースの再生を始め、アラーム時刻に向けて徐々に音量が大きくなります。
アラーム時刻： 音楽ソースに加え、ビープ音を再生します。

SOURCE 音楽ソースを設定時刻に再生します。小さい音量から再生を始め、徐々に音量が大きくなります。

BEEP ビープ音を設定時刻に再生します。

音楽ソース 再生方法 機能

iPod レジューム再生

最後に再生していた曲の続きから再生します。

前もって「ALARM Yamaha DTA」という名前のプレイリスト * を作成しておくと、
iPod に保存されたプレイリストを繰り返し再生します。
プレイリスト名は、単語を半角スペースで区切り、大文字 / 小文字を間違えないように、
半角文字で入力してください。

オーディオCD
曲指定 指定した曲を繰り返し再生します。

レジューム再生 最後に再生していた曲を再生します。

データCD/USB機器
フォルダー 指定したフォルダーを繰り返し再生します。

レジューム再生 最後に再生していた曲を再生します。

FM/AMラジオ
プリセット局 指定したプリセット登録局がかかります。

レジューム再生 最後に聴いていた放送局がかかります。

ON
CLOCK AUX

SET OFF

AUX USB

CD iPod

RADIO

1

2

背面

3
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アラーム機能を使う
 アラームの時刻、タイプを設定する

省電力時は、アラーム設定はできません。アラーム機能を使うときは、背面の CLOCK
クロック

 スイッチをON にしてください。

アラームを設定する

1 SET
セット

を押す。
アラームインジケーター（ ）が点滅します。

2 アラームの設定をする。
以下の1～5の項目を設定します。
－ /＋を押して数値を選択し、ENTER

エ ン タ ー

を押して確定します。

3 設定を終了する。
5でVOLUMEを設定すると、「Completed

コンプリーテッド

!」と表示されて設定内容が確定
し、アラーム設定が終了します。
アラームがオンになり、アラームインジケーター（ ）が点灯します。

• 設定の途中でSETを押すと、すでに設定されている内容を確定してアラーム設定
を終了できます。

• アラーム設定を途中でキャンセルしたいときはシステムオフにしてください。

1

2

� � � 9 : 1 2
� � C o m p l e t e d !

3

アラーム時刻

アラームインジケーター

設定項目 設定内容または設定範囲

1 ALARM
アラーム

 SELECT
セレクト

※「DTA Controller
コントローラー

」でアラームを設定した後に選択できま
す（☞ P. 16）。「DTA Controller」を使用しない場合
は2へ進みます。

ONE
ワン

 DAY
デイ

：指定した時刻に一度だけ鳴るアラーム
WEEKLY

ウィークリー

：曜日ごとに時刻設定できるアラーム
（「DTA Controller」でのみ設定できます）
WEEKLYを選択すると、アラーム設定が完了します。

2 ALARM TIME
タイム

時→分の順で設定します。

3 ALARM TYPE
タイプ

SOURCE
ソース

+BEEP
ビープ

、SOURCE、BEEPから選択します。
詳細については、「3 つのアラームタイプ」（☞ P. 14）
を参照してください。
BEEPを選択した場合は5へ進みます。

4 ALARM SOURCE
ソース

（ALARM TYPEに
SOURCE+BEEP、
SOURCEを選択し
た場合）

iPod： iPod の音楽を再生します（「さまざまな音楽
ソース」（☞ P. 14）を参照してください）。
Bluetooth
ブルートゥース

接続された iPod は再生できません。
iPod を iPod Dock

ドック

に接続してください。

CD： CDの音楽を再生します。
トラック番号（データCD：フォルダー番号）
（RESUME

レジューム

、1～ 99）を指定してください。
USB： USB機器の音楽を再生します。

フォルダー番号（RESUME、1～999）
を指定してください。

FM/AM：ラジオの放送を再生します。
プリセット番号（RESUME、1～30）を
指定してください。

アラーム時刻に選択された音楽ソースが再生できない
場合（iPod が接続されていない場合など）は、代わ
りにビープ音が再生されます。

曲/フォルダー/プリセット番号指定でRESUMEを
指定すると、最後に再生した曲/フォルダー/放送局が
再生されます（レジューム再生）。

5 ALARM VOLUME
ボリューム

アラームの音量（5 ～ 60）を設定します。
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iPod touch/iPhone/iPad用アプリケーション「DTA Controller」 を使う
 アラームをオン /オフにする

設定した時刻になると、選択したアラーム音が再生されます。再生中は以下の操作が可能です。

 アラームを一時的に止めたい場合（スヌーズ機能）

 アラームを停止したい場合

iPod touch/iPhone/iPad 用の無料アプリケーション「DTA Controller
コントローラー

」をお使いいただくと、アプリケーションから本機
を操作したり、多彩なアラームを設定したりすることができます。たとえば、各曜日ごとにアラーム時刻を設定したり
（Weekly

ウィークリー

 Alarm
アラーム

 )、IntelliAlarm
インテリアラーム

をお好みに合わせて調整したりすることができます。

設定したWeekly Alarmの情報は前面ディスプレイに表示されます。

「DTA Controller」の詳細については、弊社ウェブサイトの製品情報をご確認ください。

ALARM
アラーム

を押してアラームをオン /オフにする。
アラームをオンにすると、アラームインジケーター
（ ）が点灯し、アラーム時刻が表示されます。
もう一度 ALARMを押すと、アラームインジケーター
（ ）が消灯し、アラームがオフになります。

省電力時は、アラームは動作しません（☞ P. 6)。

アラーム再生中の操作

SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

を押す。
スヌーズ機能により、5分後に再びアラーム音を再生し
ます。

アラームタイプがSOURCE
ソース

+BEEP
ビープ

のときは、SNOOZE/
SLEEPを一回押すとビープ音を停止し、二回押すと音楽
ソースを停止します。音楽ソースが停止してから5分後に再
び音楽ソースを徐々に音量を上げながら再生し、ビープ音を
鳴らします。

ALARM
アラーム

または を押す。

• SNOOZE/SLEEPを長押ししても停止できます。

•アラームを停止しない場合、60分後に自動的に停止し、シ
ステムオフになります。

•アラームを停止させても、アラーム時刻など設定した内容
は保持されます。再度 ALARMを押してオンにすれば、前
回の設定内容でアラームが再生されます。

iPod touch/iPhone/iPad用アプリケーション「DTA Controller」 を使う

MON TUE WED THU FRI SAT SUN

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
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設定した時間が経過すると、自動的に本機をシステムオフにします。

スリープタイマー機能を使う

SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

を繰り返し押し、システムオフ
になるまでの時間を選ぶ。
スリープタイマーは30、60、90、120分から選択で
きます。

時間を選択するとスリープタイマーが設定され、スリー
プインジケーター（ ）が前面ディスプレイに表示され
ます。

スリープタイマーの動作中に SNOOZE/SLEEPを押すと、
スリープタイマーが解除されます。

音質を調節する（リモコンのみ）

1 再生中にリモコンの EQ： LOW
ロー

、MID
ミ ッ ド

、HIGH
ハ イ

の
いずれかを押す。
調節する音域（低音：LOW、中音：MID、高音：HIGH）
を選択できます。

2 ▲ /▼を押して音質を調節する。

3 リモコンの ENTER
エンター

を押して終了する。
手順 で押した EQ ボタンを押して、設定を終了す
ることもできます。
他の音域を調節したい場合は、再度手順 に戻り、
調節したい音域のEQ ボタンを押してください。

前面ディスプレイの明るさを調節する（リモコンのみ）

リモコンのDIMMER
ディマー

を繰り返し押す。
以下の順番で前面ディスプレイの明るさが切り替わります。

AUTO（オート）→ 1（明るい）→ 2（中間）→
3（暗い）→AUTOへ戻る

AUTOに設定した場合は、前面ディスプレイの照度センサー
（☞ P. 4）で周囲の明るさを感知します。センサーが隠れな
いようご注意ください。

繰り返し押す

1

2

3

1

1

繰り返し押す



使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、まず下記をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や下記の対処
を行っても正常に動作しない場合は、本機をシステムオフにし、電源コードをコンセントから抜いてから、お買上げ店または
修理ご相談センターまでお問い合わせください。

故障かな？と思ったら

全般
症状 原因 対策

スピーカーから音が出ない。

音量が最小またはミュートに設定されている。 音量を調節してください。

音楽ソースが正しく選択されていない。 正しい音楽ソースを選択してください。

ヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンを取り外してください。

接続している外部機器の音量が小さい。 外部機器の音量を上げてください。

音が突然出なくなる。 スリープタイマー（☞ P. 17）を設定している。 本機をシステムオンにして再生しなおしてください。

音割れ、音の歪み、異音がする。 入力した音楽ソースの音量が大きい。または本
機の音量（とくに低音）が大きい。

VOLUME
ボリューム

で音量を下げるか、EQ（☞ P. 17）で低音
を調節してください。外部機器を再生している場合は、
外部機器の音量を下げてください。

本機が正常に動作しない。
本機が落雷や過度の静電気など外部からの強い
電気ショックを受けた。

本機をシステムオフにして電源コードを抜いてくださ
い。約30秒後に電源コードをコンセントに差し、シス
テムオンにしてください。

システムオンにしてもすぐにオフ
になる。

周囲に設置しているデジタル機器
や高周波機器から雑音が出る。

本機とデジタル機器または高周波機器の位置が
近すぎる。 本機とそれらの機器を離して設置してください。

時刻の設定内容が消えた。 本機への電力供給が1週間以上遮断されてい
た。

電力供給が1 週間以上遮断されると、時刻設定がリ
セットされてしまうことがあります。この場合は時刻を
再度設定してください（☞ P. 6）。

アラームのソースに iPod を設定
しても、アラーム時刻に iPod が
再生されない。

iPod が本機の iPod Dock
ドック

に接続されていない。 iPod を本機の iPod Dock に接続してください（☞ P. 3）。

時計が点滅していて、操作ができ
ない。

CLOCK
クロック

スイッチが SET
セット

になっており、時計
設定中の状態になっている。 CLOCKスイッチを ONまたはOFFにしてください。

アラームが鳴らない。
CLOCKスイッチがOFFまたはSETになって
いる。 CLOCKスイッチをONにしてください。前面ディスプレイに「ALARM 

not work」と表示され、アラー
ム設定ができない。

本体の電源が勝手に切れる。 自動システムオフ機能が働いた。

USB機器やCDの再生を停止したあと何も操作されな
い状態が60分間続いた場合、または、システムオン中
に12時間以上無操作が続いた場合、本機は自動的にシ
ステムオフになります。

前面ディスプレイが暗くなる。 前面ディスプレイの明るさの設定がAUTO
オート

に
なっている。

明るさの設定をAUTO 以外にしてください（☞ P. 17）。
または、照度センサー（☞ P. 4）が隠れないようにし
てください。

iPod
症状 原因 対策

音が出ない。

iPod が iPod Dock
ドック

にしっかり接続されてい
ない。

一旦 iPod を本機から取り外し、再度 iPod Dock に正
しく接続してください（☞ P. 3）。

iPod のヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンを取り外してください。

iPod のソフトウェアが最新バージョンになっ
ていない。

アップル社のウェブサイトから最新の iTunes ソフト
ウェアをダウンロードし、iPod のソフトウェアを最新
バージョンにアップグレードしてください。

iPod が充電されない。
iPod が iPod Dock に正しく接続されていな
い。

一旦 iPod を本機から取り外し、再度 iPod Dock に正
しく接続してください（☞ P. 3）。

ソースがUSBになっている。 ソースをUSB以外にしてください。

iPod を接続したのに「iPod 
Unknown」と前面ディスプレイ
に表示される。

本機が対応していない iPod が接続されてい
る。 本機が対応している iPod をご使用ください（☞ P. 22）。
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故障かな？と思ったら
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CDの再生
症状 原因 対策

ディスクが挿入できない。
すでに他のディスクが挿入されている。  EJECT

イジェクト

でディスクを取り出してください。

本機で使用できないディスクを挿入しようとし
ている。

本機の対応ディスク情報および使用しているディスクの
種類を確認してください（☞ P. 21）。

特定の機能が動作しない。 本機で再生できないディスクを再生しようとし
ている。

本機の対応ディスク情報および使用しているディスクの
種類を確認してください（☞ P. 21）。

本体もしくはリモコンの ボタ
ンを押しても再生が始まらない
（すぐに停止する）。

ディスクが汚れている。 ディスクの汚れを拭きとってください。

本機で再生できないディスクを再生しようとし
ている。

本機の対応ディスク情報および使用しているディスクの
種類を確認してください（☞ P. 21）。

本機を気温の低い場所から高い場所に移動した
ため、レンズ部に露が付いた。

本機を、1 ～ 2 時間ほど放置し、部屋の温度になじま
せてから、再度操作してください。

ディスクを挿入後、「No Disc」
または「CD Unknown」と前面
ディスプレイに表示される。

本機で再生できないディスクを再生しようとし
ている。

本機の対応ディスク情報および使用しているディスクの
種類を確認してください（☞ P. 21）。

ディスクが汚れている、または異物が付着して
いる。

ディスクの汚れを拭きとってください。または付着した
異物を取り除いてください。

再生可能なファイルがディスクに入っていない。 再生可能なファイルが入っているディスクを挿入してください (☞ P. 21)。

ディスクが裏返しに挿入されている。 ラベル面を上にして挿入してください。

前面ディスプレイに「no 
operation」と表示され、ディス
クの挿入、取り出しができない。

時計 /アラーム /音質が設定中の状態になって
いる。または、アラームが再生されている。

時計 /アラーム /音質の設定を終了してください。
または、アラームを停止してください。

USB 機器の再生
症状 原因 対策

USB機器内のMP3/WMA ファ
イルが再生できない。

USB機器が認識されていない。

本機をシステムオフ にしてUSB 機器を取り外してくだ
さい。その後、システムオン にして USB 機器を接続
しなおしてください。
上記の対策をしても症状が改善されない場合、お使いの
USB機器は本機に対応していません (☞ P. 21)。

再生可能なファイルがUSB機器に入っていな
い。

再生可能なファイルが入っているUSB機器を接続して
ください (☞ P. 21)。

USB機器を接続後、「USB 
OverCurrent」と前面ディスプ
レイに表示されたあと、前面ディ
スプレイの表示が消える。

本機に対応していないUSB機器を接続した。
または、USB機器が本機に正しく接続されて
いない。

USB機器を接続しなおし、本機をシステムオンにして
ください。再度同じ症状が現れた場合は、接続された
USB 機器は使用できません (☞ P. 21)。



故障かな？と思ったら
Bluetooth

症状 原因 対策

本機と相手機器がペアリングでき
ない。

相手機器がA2DP に対応していない。 A2DP に対応した機器とペアリングしてください。

Bluetooth アダプターなどの機器でパスキーが
｢ 0000 ｣以外になっている。 パスキーが｢ 0000 ｣の機器をご使用ください。

本機と相手機器の距離が離れすぎている。 相手機器を本機に近づけてください。

2.4 GHz 帯の電磁波を発するもの（電子レン
ジ、無線 LAN機器など）がそばにある。 本機を電磁波を発するものから離して設置してください。

Bluetooth接続ができない。 本機が相手機器の Bluetooth接続リストに登録
されていない。 再度ペアリングを行なってください（☞ P. 10）。

音が出ない、または音が途切れる。

本機と相手機器との Bluetooth接続が切断され
た。 接続し直してください（☞ P. 11）。

本機と相手機器の距離が離れすぎている。 相手機器を本機に近づけてください。

2.4 GHz 帯の電磁波を発するもの（電子レン
ジ、無線 LAN機器など）がそばにある。 本機を電磁波を発するものから離して設置してください。

相手機器の Bluetooth機能がオフになってい
る。 相手機器の Bluetooth機能をオンにしてください。

相手機器が Bluetooth信号を本機に送っていな
い。

相手機器の Bluetooth機能が正しく設定されているか確
認してください。

相手機器の出力切替が本機になっていない。 相手機器の出力切替を本機にしてください。

相手機器の音量が最小になっている。 相手機器の音量を上げてください。

FM/AM放送局の受信
症状 原因 対策

雑音が多い。
アンテナが正しく接続されていない。

アンテナが正しく接続されていることを確認してくださ
い（☞ P. 4）。または、市販の屋外アンテナを使用して
ください。

アンテナが本機または電子機器に近い。 アンテナを本機または電子機器からできるだけ離して設
置してください。

ステレオ放送になると雑音が多く
なる。

選択している放送局の電波が弱い、またはお住
まいの地域の放送局の受信感度が良くない。

手動チューニングで雑音を軽減するか（☞ P. 12）、市
販の屋外アンテナを使用してください。

屋外アンテナを使用していても受
信感度が悪い（音が歪むなど）。

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を受け
ている。 アンテナの高さや方向、設置場所を変えてください。

リモコンの操作
症状 原因 対策

リモコンで本機を操作できない。

リモコンの操作範囲外から操作しようとしてい
る。

リモコンの操作範囲については、「リモコンを使用する」
（☞ P. 2）を参照してください。

本機のリモコン受光部（☞ P. 4）に直射日光
や照明があたっている。 照明または本機の向きを変更してください。

電池が消耗している。 新しい電池と交換してください（☞ P. 2）。
リモコンと本機のリモコン受光部の間に障害物
がある（☞ P. 2）。 障害物を取り除いてください。
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本機は下記のロゴのついた音楽CD、CD-R/RW* を再生で
きます。

* ISO 9660 フォーマットのCD-R/RW

ディスクのロゴマークは、ディスクやディスクのジャケットに
印刷されています。

•本機の故障やディスクの破損の原因となりますので、上記以
外のディスクは使用しないでください｡

•ファイナライズされていないCD-R や CD-RW ディスクは再
生できません。ファイナライズとは、各ディスクの再生対応
機器で再生できるように処理することです。

•信頼できるメーカーのディスクを使用してください。記録状
態やディスクの特性によっては、再生できない場合がありま
す。

•ハート型などの特殊形状のディスクは使用しないでください。

•表面に傷のあるディスクは使用しないでください。

•ひび割れや変形、または接着剤などで補修したディスクは
使用しないでください。

• 8 cmディスクは使用しないでください。

•ディスクを持つときは、ディスク
の縁や中央の穴を持つようにし、
表面に触れないでください。

•ディスクに鉛筆などで字を書かな
いでください。

•ディスクにテープやシールなどを貼ったり、のりなどをつ
けないでください。

•傷つき防止用のプロテクターなどは使わないでください。

•ディスク以外のものをCD挿入口に入れないでください。

•ディスクを保管する際には、直
射日光のあたるところや温度の
高いところ、湿気やほこりの多
いところは避けてください。

•ディスクが汚れたときには、乾
いた柔らかい布で中心から外側
へふいてください。レコードク
リーナーやシンナーなどは使わ
ないでください。

•誤動作の原因になるため、市販
のレンズクリーナーなどは使わ
ないでください。

•ディスクは1 枚だけ挿入してください。2 枚以上重ねて
挿入すると故障の原因となり、ディスクを傷つけることに
もなります。

本機で再生できる機器は、USBマスストレージクラスに対
応し、データが FAT16または FAT32ファイルシステム
で記録されているフラッシュメモリ、ポータブルオーディ
オプレーヤーです。

•お使いのUSB機器によっては正常に作動しないことがありま
す。

• USBマスストレージクラス以外の機器（USBチャージャーや
USBハブ）、PC、カードリーダー、外付けHDDなどは本機
に接続できません。

• USB 機器を本機と接続して使用しているときに、USB機器
のデータを消失あるいは損傷した場合、当社は責任を負いか
ねますのでご了承下さい。

•すべてのUSB機器に対して、動作および電源の供給を保証す
るものではありません。

•暗号化機能付きのUSB機器は使用できません。

•本機は以下のファイルに対応しています。

** 固定および可変ビットレートに対応しています。
•本機が再生できるファイルおよびフォルダーは以下のとおり
です。

•著作権保護がされているファイルは再生できません。

ディスクおよびUSB機器について

ディスクに関するご注意

ディスクの取扱いについて

注意

USB機器に関するご注意

MP3およびWMAファイルについて

ファイル ビットレート
(kbps)

サンプリング
周波数 (kHz)

MP3 8-320** 16-48

WMA 16-320** 22.05-48

データCD USB

最大ファイル数 512 9999

最大フォルダー数 255 999

1フォルダー内の
最大ファイル数 511 255
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プレーヤー部
iPod（デジタル接続） [2012年 7月現在 ]
•対応 iPod........... iPod touch( 第 1、第2、第3、第4世代 )

iPod nano ( 第 2、第3、第4、第5、第6世代 )
•対応 iPhone........................................iPhone 4S、iPhone 4、

iPhone 3GS、iPhone 3G、iPhone
•対応 iPad............................ iPad（第3世代）、iPad 2、iPad

iPod の種類やソフトウェアのバージョンにより、iPod が本機に
認識されない場合や一部の機能が使えない場合があります。

CD
•メディア.............................................................. CD、CD-R/RW
•オーディオフォーマット..........オーディオCD、MP3、WMA

レーザー
•タイプ....................................... 半導体レーザーGaAs/GaAlAs
•波長...................................................................................790 nm
•出力....................................................................................... 7 mW

USB
•オーディオフォーマット........................................ MP3、WMA

AUX
•入力端子....................................3.5 mm ステレオミニジャック

Bluetooth部
• Bluetoothバージョン.......................................... Ver. 2.1+EDR
•対応プロファイル .............................................A2DP、AVRCP

•対応コーデック..........................................................SBC、AAC
•無線出力 .................................................. Bluetooth Class 2
•最大通信距離....................................10 m（障害物が無いこと）
•対応コンテンツ保護 .............................................. SCMS-T 方式

アンプ部
•最大出力................................................................15 W + 15 W

（6Ω 1 kHz、10％ THD）
•ヘッドホン端子........................3.5 mm ステレオミニジャック

（適合インピーダンス 16 ～ 32 Ω）

チューナー部
受信周波数範囲
• FM................................................................ 76.0 ～ 90.0 MHz
• AM ................................................................531 ～ 1611 kHz

総合
•電源電圧 /周波数................................AC 100 V、 50/60 Hz
•消費電力................................................................................ 30 W
• システムオフ時消費電力....3.5 W以下 /0.5 W以下（省電力時）
• 外形寸法 （幅 × 高さ × 奥行き）....... 370× 110 × 230 mm
•質量 ..................................................................................... 3.9 kg

仕様、および外観は、製品の改良のため予告なく変更すること
があります。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近
所への配慮を十分にしましょう。静かな夜間には小さな音でも
よく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬとこ
ろに迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を閉め
たり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。音楽は
みんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守り
ましょう。

iPod, iPhone, iPad
「Made for iPod」、「Made for iPhone」、「Made for iPad」
とは、それぞれ iPod、iPhone または iPad 専用に接続するよ
う設計され、アップルが定める性能基準を満たしているとデベ
ロッパーによって証明された電子アクセサリーであることを示
します。アップルは、これらの機器操作または、安全規制基準
に関する一切の責任を負いません。本機を iPod、iPhone また
は iPad と使用する場合、無線通信の性能に影響する場合があ
ります。
iPad、iPhone、iPod、iPod nano、iPod touch、iTunes
は、米国およびその他の国々で登録されているApple Inc. の商
標です。

この取扱説明書に記載されている以外の調節や操作は、有害な
放射を引き起こす可能性があります。

主な仕様

製品ラベルは本体の底面に掲示してあります。
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示する
ために、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコンセ
ントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコ
ンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　
● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。
● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。
● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V （50/60Hz）の電源電圧で使用す
る。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因になります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には：
● 布やテーブルクロスをかけない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（本機の周囲に左右10cm、上15cm、背面10cm以上の
スペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

警告 この表示の欄は、「死亡する可能性または
重傷を負う可能性が想定される」内容です。

電源/電源コード 電池

分解禁止

設置
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心臓ペースメーカーの装着部位から22cm以上離して
使用する。
本機が発生する電波により、ペースメーカーの動作に影
響を与えるおそれがあります。

医療機関の屋内など医療機器の近くで使用しない。
電波が医療用電気機器に影響を与えるおそれがあります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販
売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・薬
品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

CD挿入口や、放熱用の通風孔、パネルのすき間から
金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

本機を主電源から完全に切り離すには、電源プラグを
コンセントから抜く。
本体の ボタンでシステムオフ状態にしても、本機はま
だ通電状態にあります。

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセン
トから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらな
い。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し込
む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセン
トは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

電池は極性表示（プラス＋とマイナス－）に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

電池は幼児の手の届かない所に保管する。
口に入れたりすると危険です。

指定以外の電池は使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

電池を加熱・分解したり、直射日光にさらしたり、火
や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

長時間使用しない場合は、電池を電池ケースから抜い
ておく。
電池が消耗し、電池から液漏れが発生し、本機を損傷す
るおそれがあります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

使用上のご注意
お手入れ

注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害
が発生する可能性が想定される」内容です。

電源/電源コード 電池
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不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる場所
（暖房機のそばなど）には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火
災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を
あたえるおそれがあります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての接
続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

再生の前には、音量（ボリューム）を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生す
ることがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

ブラウン管を使用したディスプレイから離して設置す
る。
色むらが起きることがあります。

外部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明書をよ
く読み、説明に従って接続する。

ＣＤ挿入口には手を入れない。
本機のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因になり
ます。

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディス
クを使用しない。
ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散って、
けがの原因になります。

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原因になります。

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

お手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。柔ら
かい布で乾拭きするか、汚れがひどいときは、水を布に
含ませ、よくしぼって拭き取ってください。

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼する。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原
因になります。

設置

移動

使用上のご注意

お手入れ
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Bluetoothについて
• Bluetoothとは、無許可で使用可能な2.4 GHz 帯の電波を
利用して、対応する機器と無線で通信を行うことができる
技術です。

• Bluetoothは、Bluetooth SIG の登録商標でありヤマハはラ
イセンスに基づき使用しています。

Bluetooth通信の取り扱いについて
• Bluetooth対応機器が使用する2.4 GHz 帯は、さまざまな
機器が共有する周波数帯です。Bluetooth対応機器は、同
じ周波数帯を使用する機器からの影響を最小限に抑えるた
めの技術を採用していますが、他の機器の影響によって通
信速度や通信距離が低下することや、通信が切断されるこ
とがあります。

•通信機器間の距離や障害物、電波状況、機器の種類によ
り、通信速度や通信距離は異なります。

•本機はすべての Bluetooth機能対応機器とのワイヤレス接
続を保証するものではありません。

本機の無線方式について

「2.4」................................... 2.4 GHz 帯を使用する無線設備
「FH」...............変調方式は周波数ホッピング（FH-SS 方式）
「1」................................................想定干渉距離が10 m以内

......全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避不可

無線に関するご注意
この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・
科学・医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使用さ
れている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線
局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）
並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用
されています。
•この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内
無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線局
が運用されていないことを確認してください。

•万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対し
て有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やか
に使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波
の発射を停止）してください。
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